はじめに
　本冊子では，平成24年度から使用される中学校数学教科書「数学の世界」に合わせて，章ごとの観点別学習状況の評価規準例と年間指導計画案を掲載しています。観点別学習状況の評価や年間指導計画の作成を行っていく上での参考にしてください。

●観点別学習状況の評価規準例

　2ページには，平成22年5月に文部科学省より通知された「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」のうち，「各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨」の中学校数学について掲載しています。学校教育法の一部改正を受けて改訂された学習指導要領の総則に示された「学力の3要素」を踏まえて，評価の観点に関する考え方が整理されました。中学校数学では，これまでの4つの観点が以下のように設定されています。
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今回の観点の見直しにおいて，「数学的な見方や考え方」の観点では，数学の学習において思考・判断したことを表現する活動を通して評価することが重視されています。この意味での「表現」と従前の観点である「数学的な表現・処理」の「表現」との混同を避けるために，「数学的な技能」に改められています。ここでいう「技能」とは，各教科において習得すべき技能を児童・生徒が身に付けているかどうかを評価するものです。基本的には，これまでの「表現・処理」で評価している内容（例えば，式やグラフに表すことなど）は，引き続き「技能」で評価することになります。

　4ページ以降の見開きのページでは，左ページの右側3分の1と右ページを使って観点別学習状況の評価規準例をＢ規準（「おおむね満足できると判断できる」状況）としてまとめています。表の横軸には，観点別学習状況の評価の4つの観点を示しています。

　数学への関心・意欲・態度：よりよい方向に向かうという態度を表す意味から，「……に関心をもち，……しようとしている」などとしています。

　数学的な見方や考え方：「……を考える（考察する，説明する，とみる，としてとらえる）ことができる」などのように，どのような見方や考え方なのかが明確になるようにしています。
　数学的な技能：具体的な記述として結果が示されることから，「……（表す，求める，作る）ことができる」などとしています。

　数量や図形などについての知識・理解：「……を知る」，「……を理解している」などとしています。

　なお，p.90-95には，Ａ規準（「十分満足できると判断できる」状況）の評価規準づくりの参考として，1年2章「文字と式」を例にＢ規準とＡ規準を両方示しています。

●年間指導計画案について

　学習指導要領に示された中学校数学の標準授業時数は，年間35週とし，第1学年140時間，第2学年105時間，第3学年140時間となっています。しかし，実際には学校行事や祝日等の関係から，標準時数を確保することは困難です。

　そこで，ここで示した年間指導計画案では，授業時数を標準よりも少なく抑えてゆとりをもたせ（第1学年112時間，第2学年86時間，第3学年100時間），実際の学習指導の状況に合わせやすいようにしてあります。
　本冊子が先生方のお役に立てば幸いです。
